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［紀要『能楽研究』第三十四号の発行］
２
０
１
０
年
３
月
別
日
付
で
、
研
究
所
紀
要
『
能
楽
研
究
』
第
弧
号
を発行した。Ａ５版加頁。内容は次の通り。
真
鴫
宴
庵
伝
追
考
ｌ
『
実
鑑
抄
」
系
伝
書
編
者
の
実
像
ｌ
宮
本
圭
造
勧
修
寺
文
書
に
見
る
観
世
小
次
郎
元
頼
の
領
地
安
堵
Ｉ
観
世
新
九
郎
家
文
庫
蔵
織
田
信
長
朱
印
状
に
至
る
ま
で
と
そ
の
後
Ｉ
江
口
文
恵
研究展望（平成肥・凶年）
表
き
よ
し
小
林
健
二
高
橋
悠
介
宮
本
圭
造
伊
海
孝
充
江
口
文
恵
山
中
玲
子
橋
本
朝
生
玉
村
恭
竹
内
晶
子
ヒ
ヒ
台日
楽研究所彙報（一一○○九年四月～一一○一○年三月）
〔
受
賞
者
〕
表
章
（
お
も
て
あ
き
ら
）
氏
〔贈呈理由〕氏は印年以上にわたり能楽研究を牽引し、常に
新たな問題提起と発見をおこなってきた。その研究意欲は別
歳
を
越
え
て
な
お
衰
え
を
見
せ
ず
、
近
著
「
観
世
流
史
参
究
』
に
お
い
能界展望（平成加年）
中
司
由
起
子
能楽究所彙報（平成別年度）
能楽型付の記述ルールの研究（１）
山
中
玲
子
『触流し御能組」の演者名総覧と索引（四）演能記録調査研究
グ
ル
ー
プ
編
（
代
表
表
章
）
［第三十一回観世寿夫記念法政大学能楽賞］
第
三
十
一
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
の
受
賞
者
に
、
２
０
０
９
年
ｎ
月
３
日
に
開
か
れ
た
選
考
委
員
会
（
委
員
は
、
野
村
萬
・
松
本
雍
・
み
な
も
と
ご
ろ
う
・
西
野
春
雄
・
徳
安
彰
（
法
政
大
学
常務理事）・坂本勝・山中玲子）の推薦に基づいて表章氏と宝
生
欣
哉
氏
の
２
名
が
選
ば
れ
、
ｎ
月
７
日
付
で
増
田
壽
男
総
長
名
義
の
通
知
を
各
方
面
に
発
送
し
た
。
贈
呈
理
由
と
受
賞
者
の
経
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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て
も
最
先
端
の
研
究
成
果
を
間
う
て
い
る
。
能
楽
研
究
が
学
問
分
野
と
し
て
確
固
た
る
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
氏
の
活
躍
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
〔
主
な
経
歴
〕
法
政
大
学
名
誉
教
授
。
１
９
２
７
年
４
月
別
日
生
ま
れ
。
北
海
道
稚
内
市
出
身
。
Ⅲ
年
３
月
、
東
京
文
理
大
学
（
国
語
国
文
学
専
攻
）
卒
業
。
同
年
９
月
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
室
助
手
。
翌
砠
年
４
月
、
野上記念法政大学能楽研究所発足に伴い同研究所助手となる。
冊
年
に
所
員
へ
の
昇
格
と
同
時
に
文
学
部
専
任
講
師
と
な
り
、
阻
年
に
助
教
授
、
価
年
に
教
授
、
別
年
よ
り
文
学
部
長
（
能
楽
研
究
所
所
長
を
兼
務
）
。
朗
年
、
文
学
部
付
置
か
ら
独
立
し
た
能
楽
研
究
所
の
所
長
と
な
る
。
肥
年
３
月
の
退
職
ま
で
常
に
研
究
所
の
活
動
の
中
心
で
あ
り
続
け
る
と
と
も
に
、
全
国
の
能
楽
資
料
の
調
査
に
取
り
組
み
、
後
に
、
般
若窟文庫（宝山寺）、鴻山文庫、観世新九郎家文庫（服部家）な
ど
が
法
政
大
学
や
能
楽
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
る
下
地
を
作
っ
た
。
別
歳
を
越
え
た
今
も
著
述
や
講
演
に
最
前
線
の
研
究
者
と
し
て
活
動
し
続
け
て
い
る
。
国
立
能
楽
堂
専
門
委
員
、
財
団
法
人
観
世
文
庫
常
務
理
事
、
能
楽
学
会
初
代
代
表
を
歴
任
。
主
な
著
書
に
、
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
（
上
・
下
こ
（
共
著
、
Ⅱ
、
他
年
）
、
『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
」
（
開
年）、「金春古伝書集成』（共著、的年）、思想大系『世阿弥・
禅竹』（共著、刈年）、「喜多流の成立と展開」（肌年）「大和
猿楽史参究」（冊年）、「観世流史参究』（旧年）がある。妬年
に
角
川
源
義
賞
、
冊
年
に
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
。
〔
受
賞
者
〕
宝
生
欣
哉
（
ほ
う
し
よ
う
き
ん
や
）
氏
な
お
贈
呈
式
は
、
次
に
記
す
催
花
賞
と
あ
わ
せ
て
、
２
０
１
０
年
１
月
田
日
（
水
）
午
後
６
時
半
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂
で
開
か
れ
た
。
受
賞
者
を
は
じ
め
、
選
考
委
員
、
法
政
大
学
関
係
者
、
能
楽
関
係
者
ら
別
余
名
の
出
席
の
も
と
に
、
増
田
壽
男
総
長
か
ら
賞
状
と
賞
金
（
各
刈
万
円
）
が
贈
ら
れ
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
移
っ
て
歓
談
の
後
、
午
〔贈呈理由〕能楽脇方として研鍛を積み、斯界では「若手」
と
い
わ
れ
る
年
代
な
が
ら
、
重
要
な
舞
台
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
存
在
で
あ
る
。
言
葉
の
明
蜥
さ
や
力
強
さ
に
は
か
ね
て
定
評
が
あ
っ
た
が
、
近
年
は
技
術
的
に
成
熟
し
、
脇
の
本
分
を
守
り
つ
つ
も
役
の
性
根
を
十
分
に理解した的確な演技によって、〈檜垣×嬢捨〉等の大曲をは
じ
め
数
々
の
充
実
し
た
舞
台
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
〔
主
な
経
歴
〕
脇
方
下
掛
宝
生
流
。
１
９
６
７
年
５
月
ｎ
日
、
宝
生
閑
の
長
男
と
し
て
東
京
都
に
生
ま
れ
る
。
３
歳
の
頃
か
ら
父
及
び
祖
父
宝
生
弥
一
に
つ
い
て
稽
古
を
始
め
る
。
初
舞
台
は
８
歳
で
、
〈
猩
々
乱
〉
（シテ観世寿夫）。朗年、梅若会別会で〈張良〉を、肥年、響の
会で〈道成寺〉を披く。その後、Ｎ年に〈大原御幸〉、朋年に
〈
卒
都
婆
小
町
〉
と
次
々
に
大
曲
を
披
き
、
Ⅱ
年
に
は
梅
若
会
別
会
・
宝
生会別会の〈道成寺〉により芸術選奨文部科学大臣新人賞を受
賞
。
野
村
万
之
丞
主
催
の
「
大
田
楽
」
に
初
回
か
ら
参
加
す
る
ほ
か
、
〈鷹姫〉〈望恨歌〉〈晶子みだれ髪×花供養〉など、新作能の上演
に
も
積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
。
海
外
公
演
に
も
多
数
参
加
し
、
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ロ
シ
ア
・
中
国
な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。
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［第二十回催花賞］
〔
受
賞
者
〕
権
藤
芳
三
ど
ん
ど
う
よ
し
か
ず
）
氏
〔贈呈理由〕氏は長年にわたって京都観世会館の事務局長を
務
め
、
能
の
公
演
の
現
場
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
能
を
は
じ
め
と
す
る
古
典
芸
能
全
般
の
評
論
と
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
東
京
偏
重
の
能
楽
界
に
あ
っ
て
、
関
西
に
お
け
る
能
狂
言
の
公
演
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を
一
貫
し
て
続
け
て
き
た
功
績
は
大
き
く
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
近
著
「
戦
後
関
西
能
楽
誌
』
は
、
戦
後
の
関
西
能
楽
界
の
動
向
に
つ
い
て
の
貴
重
な
報
告
で
あ
る
。
〔主な経歴〕古典芸能評論家。１９３０（昭和５）年生。同志
社
大
学
文
学
部
英
文
学
科
卒
業
。
笛
方
森
田
流
の
杉
市
太
郎
に
つ
い
て
笛
の
稽
古
を
行
う
な
ど
、
幼
少
の
頃
か
ら
古
典
芸
能
に
親
し
み
、
大
学
卒
業
後
は
、
東
京
や
大
阪
を
中
心
に
演
劇
雑
誌
の
編
集
や
武
智
鉄
こ
の
演
出
助
手
な
ど
を
手
が
け
る
。
冊
年
、
京
都
観
世
会
館
の
開
館
と
と
も
に
同
館
の
事
務
局
に
入
り
、
朗
年
に
退
職
す
る
ま
で
ｎ
年
間
に
わ
た
っ
て、演能の企画をはじめ、観世会館の運営に全般的に携わる。
同
館
の
会
誌
で
あ
る
月
刊
「
能
」
の
編
集
を
行
い
、
自
ら
健
筆
を
ふ
る
う
と
と
も
に
、
能
・
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
の
古
典
芸
能
全
般
に
関
す
る
啓
蒙
書
や
評
論
を
多
数
執
筆
。
そ
の
幅
広
い
活
躍
に
よ
り
、
祀
年
に
京
都
芸
術
奨
励
賞
を
受
賞
。
能
に
関
す
る
代
表
的
な
著
作
に
、
「
能
を
生
き
る歴史群像」（厄年、淡交社）、『世阿弥を歩く』（白洲正子と
共著、沼年、驍々堂出版）、『能楽手帖』（ね年、驍々堂出版）、
後
８
時
半
過
ぎ
に
散
会
し
た
。
型付の記述ルール解明のための、文理融合研究
文部科学省科学研究費補助金（萌芽研究）「ごＣ⑦所作デー
タベースに基づく能の「型付」資料未記述部分の解明」（平
成Ⅲ～羽年度。研究代表者山中玲子）および、異分野融合に
よ
る
方
法
的
革
新
を
め
ざ
し
た
人
文
・
社
会
学
研
究
推
進
事
業
「
工
学
的
知
見
の
活
用
に
よ
る
能
楽
「
型
付
」
の
記
述
ル
ー
ル
及
び
技
芸
伝
承
システムの解明」（平成Ⅲ～型年度。同右）に基づく文理融合
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
文
系
・
理
系
の
研
究
者
と
院
生
が
集
ま
っ
て
前
年
度
に
開
始
し
た
「
所
作
学
研
究
会
」
の
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
新
し
『戦後関西能楽誌」（的年、和泉書院）がある。帥年からⅡ年
ま
で
大
阪
学
院
大
学
国
際
学
部
助
教
授
。
京
都
府
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、
京
都
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
を
歴
任
し
、
朋
年
に
は
文
化
庁
地
域
文
化
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
る
。
［研究・調査活動］
型
付
資
料
の
全
国
的
調
査
文部科学省科学研究費補助金（基盤Ｂ）「能楽「型付」の全
国的調査と、技芸伝承におけるその役割についての総合的研
究」（平成Ⅲ～別年度。研究代表者山中玲子）に基づく研究プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
能
の
技
芸
伝
承
の
核
と
な
る
型
付
資
料
の
現
存
状
況
を
調
査
し
た
上
で
資
料
収
集
及
び
そ
の
分
析
を
行
う
。
本
年
度
は
盛
岡
市
中
央
公
民
館
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
ほ
か
、
既
に
収
集
済
み
の
資
料
の
調
査
・
整
理
作
業
を
進
め
て
い
る
。
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い研究だが、研究費を得たことで本格的に活動を開始した。
本
研
究
で
は
、
①
能
の
所
作
単
元
を
⑬
□
Ｃ
⑦
映
像
と
し
て
提
示
で
き
る
よ
う
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
②
型
付
に
記
述
さ
れ
た
一
連
の
所
作
単
元
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
順
番
に
引
用
し
て
能
の
演
技
を
自
動
的
に
再
現
で
き
る
よ
う
な
演
技
合
成
ツ
ー
ル
を
試
作
す
る
。
③
そ
の
過
程
で
失
敗
例
の
分
析
や
、
Ｏ
⑦
映
像
を
引
用
し
て
並
べ
た
動
き
と
、
能
役
者
の
動
き
の
比
較
等
を
通
し
、
型
付
に
記
さ
れ
な
い
暗
黙
知
の
部
分
の解明をめざす。本年度は所作単元の撮影がほぼ終了し、演
技
合
成
ツ
ー
ル
の
基
本
部
分
の
試
作
を
終
え
た
。
若
手
研
究
会
今
年
度
か
ら
学
内
外
の
若
手
研
究
者
を
主
体
と
す
る
研
究
会
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
能
楽
研
究
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
法
政
大
学
の
大
学
院
生
や
能
楽
研
究
所
の
若
手
所
員
は
も
と
よ
り
、
東
京
大
学
・
早
稲
田
大
学
ほ
か
の
大
学
院
生
、
学
外
の
気
鋭
の
若
手
研
究
者
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
、
ほ
ぼ
毎
月
研
究
発
表
を
行
っ
て
、
互
い
に
切
嵯
琢
磨
し
て
い
る
。
参
加
者
は
毎
回
十
数
名
。
各
回
の
発
表
者
と
題
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
１
回
７
月
Ⅳ
日
勧
修
寺
文
書
所
収
観
世
小
次
郎
元
頼
関
連
文
書
三
点
に
つ
い
て江口
文
恵
円
満
井
座
と
大
蔵
大
夫
宮
本
圭
造
第
２
回
皿
月
２
日
宝
暦
五
年
奥
書
「
仕
舞
付
」
の
紹
介
と
考
察
井
上
愛
「
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
下
」
の
作
成
に
つ
い
て
故
江
島
伊
兵
衛
氏
の
御
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
鴻
山
文
庫
」
の
解
題
作
成
は
、
能
楽
研
究
所
の
重
要
な
業
務
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
諸
事
情
に
よ
り
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
膨
大
な
量
に
な
っ
た
情
報
を
一
冊
に
ま
と
め
る
か
否
か
、
索
引
の
扱
い
等
、
方
針
を
確
定
し
、
遅
く
と
も
帥
周
年
に
は
刊
行
で
き
る
よ
う
鋭
意
作
業
中
で
あ
る
。
［教育・普及活動］
能
楽
研
究
所
貴
重
資
料
電
子
画
像
集
の
拡
充
今
年
度
の
重
点
事
業
に
よ
り
、
従
来
公
開
中
の
資
料
に
加
え
て
、
伝
観
世
小
次
郎
信
光
筆
謡
本
、
車
屋
謡
本
、
金
春
禅
鳳
自
筆
謡
本
、
『
明
第
３
回
如
月
週
日
禅
竹
能
楽
論
の
。
露
」
。
水
」
小
考
第
４
回
ｎ
月
別
日
近
世
「
徒
然
草
」
研
究
と
謡
曲
の
接
点
ｌ番外曲〈白うるり〉の場合’
第
５
回
Ⅲ
月
ｎ
日
「序破急」試論
第
６
回
２
月
１
日
観
世
元
章
の
復
古
主
義
に
つ
い
て
第
７
回
３
月
１
日
〈道成寺〉乱拍子をめぐる金春家と幸家
ｌ
安
住
関
係
資
料
を
中
心
に
Ｉ
深
澤
希
望
中
尾
薫
玉
村
恭
伊
海
孝
充
高
橋
悠
介
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表
章
名
誉
教
授
特
別
講
義
の
編
集
前
年
度
に
法
政
大
学
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
お
こ
な
っ
た
、
表
章
氏
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
、
能
楽
研
究
所
前
所
長
）
の
特
別
講
義
「
表
章
が
語
る
能
楽
研
究
の
百
年
」
（
全
３
回
。
会
場
》
法
政
大
学
九
段
校
舎
遠
隔
講
義
室
）
の
う
ち
、
第
２
回
「
能
楽
史
研
究
」
（２００８年２月肥日収録）、第３回「謡曲・狂言研究」（同
３月〃日収録）分のＤＶＤ（保存用）が完成した。前年度に完
成
し
た
第
１
回
の
分
と
併
せ
、
現
在
、
公
開
に
向
け
て
、
参
考
画
像
の
挿
入
や
テ
ロ
ッ
プ
に
よ
る
補
足
説
明
等
の
編
集
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る。 宿集
』
ほ
か
の
金
春
禅
竹
伝
書
、
『
毛
端
私
珍
抄
』
ほ
か
の
金
春
禅
鳳
伝書、古活字版「謡抄』、「永禄十一年十月二十四日付、観世
小
次
郎
あ
て
信
長
朱
印
状
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
別
点
、
計
柵
冊
の
能
楽
貴
重
資
料
を
電
子
画
像
化
し
、
新
た
に
公
開
し
た
。
第
Ⅱ
回
法
政
大
学
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
第
Ⅲ
回
を
迎
え
た
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
は
、
２
０
０
９
年
、
月
５
日
～
別
日
（
う
ち
５
日
間
）
、
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
別
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
午
後
２
時
か
ら
一
講
義
伽
分
の
形
で
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「弘化勧進能絵巻の世界ｌ江戸時代の都市と能楽ｌ」。５日間
の
題
目
と
講
師
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
１
「
弘
化
勧
進
能
絵
巻
』
が
描
く
も
の
ｌ
江
戸
の
勧
進
能
に
集
う
人
び
と
ｌ
宮本圭造（法政大学能楽研究所准教授）
エクステンションカレッジ「新・能楽講座」
２
０
０
４
年
度
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ
を
開
始
し
た
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
能
楽
講
座
の
第
６
回
。
本
年
度
の
講
座
名
は
「
新
・
能
楽
講座Ⅵｌ〈安宅〉徹底分析ｌ」（５日間５講座）。〈安宅二曲を
と
り
あ
げ
、
初
回
で
概
説
の
後
、
素
材
と
な
っ
た
中
世
の
義
経
伝
承
、
〈安宅〉がその後の近世芸能に与えた影響、演出の特徴や演者
の
心
持
ち
に
つ
い
て
の
対
談
、
作
者
や
能
楽
史
上
の
位
置
づ
け
な
ど
、
様々な角度から〈安宅〉について考えた。５日間の内容と講師
は次の通りである。
第
１
回
能
〈
安
宅
〉
の
詞
章
精
読
中
司
由
起
子
第
２
回
演
出
と
演
者
の
工
夫
殿
田
謙
吉
・
山
中
玲
子
第
３
回
中
世
の
義
経
伝
承
小
秋
元
段
第
４
回
近
世
芸
能
へ
の
影
響
伊
海
孝
充
・
宮
本
圭
造
第
５
回
〈
安
宅
〉
の
作
者
と
歴
史
上
の
問
題
表
章
２
勧
進
能
の
舞
台
の
上
ｌ
人
々
は
ど
ん
な
能
を
観
た
の
か
ｌ
山中玲子（法政大学能楽研究所教授）
３
桟
敷
と
盛
り
場
の
食
文
化
ｌ
ア
ジ
ア
の
中
の
江
戸
食
文
化
Ｉ
原田信男（国士舘大学ｎ世紀アジア学部教授）
４
劇
場
の
宇
宙
ｌ
建
築
か
ら
見
た
弘
化
勧
進
能
と
ア
ジ
ア
の
戯
台
ｌ
高村雅彦（法政大学デザインエ学部教授）
５
江
戸
の
勧
進
能
ｌ
そ
の
歴
史
と
変
遷
ｌ表章（法政大学名誉教授）
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文化デジタルライブラリー「葵上・隅田川」の監修
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
あ
る
「
文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
舞
台
芸
術
教
材
２
・
葵
上
・
隅
田
川
」
の
監
修
と
原
稿
執
筆
を
お
こ
な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
。
山
中
玲
子
・
宮
本
圭
造
・
伊
海
孝
充
・
高
橋
悠
介
・
玉
村
恭
・
中
司
由
起
子
・
江
口
文
恵
・
柳
瀬
千
穂
・
深
澤
希
望
の
計
９
名
。
［面・資料の受贈］
小
熊
正
氏
よ
り
、
氏
が
長
年
に
わ
た
っ
て
打
た
れ
た
能
狂
言
面
川
面
の
寄
贈
を
受
け
た
。
学
生
の
指
導
や
能
研
が
主
催
す
る
様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
能
面
の
３
Ｄ
画
像
撮
影
の
研
究
な
ど
に
、
幅
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
小
熊
氏
の
ご
芳
志
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げる。また
、
小
林
健
二
氏
よ
り
、
鴻
山
文
庫
旧
蔵
「
観
世
座
仕
手
連
小
春
山
三
郎
家
記
録
』
「
元
禄
十
五
年
観
世
大
夫
北
野
七
本
松
勧
進
能
留
』
「宝生将監父子口伝之書』「喜多流手附』、以上４点の能楽資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
。
鴻
山
文
庫
よ
り
法
政
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
分
か
ら
は
漏
れ
て
い
た
も
の
で
、
離
れ
ば
な
れ
の
資
料
が
こ
こ
に
再
び
一
つ
になったことは喜びにたえない。小林氏のご芳志に対し厚く
御礼申し上げる。
［所員の活動］
山
中
玲
子
「
翻
訳
不
可
能
な
も
の
と
翻
訳
し
な
く
て
も
よ
い
も
の
能
ｌ
引
用
の
タペストリーの翻訳」
国
際
日
本
学
研
究
叢
書
、
『
翻
訳
の
不
可
能
性
」
皿
年
２
月
〈翻訳》「グローバル化された世界における「翻訳文化」ｌ現
代
日
本
に
お
け
る
翻
訳
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
イ
ル
メ
ラ
・
日
地
谷
Ⅱ
キ
ル
シ
ュ
ネ
ラ
イ
ト
著
同
右
皿
年
２
月
「能楽型付の記述ルールの研究（１と「能楽研究」弘号皿
年
３
月
「研究展望（平成肥・咀年と（作品研究、演出研究・技法研
究）
皿
年
３
月
〈ウェブサイト》「文化デジタルライブラリー舞台芸術教材
能
楽
編
そ
の
二
」
監
修
ｎ
年
４
月
公
開
［講演・口頭発表］
「
能
と
西
欧
の
身
体
芸
術
ｌ
新
た
な
視
点
獲
得
に
向
け
て
の
共
同
研
究
」
所
作
学
研
究
会
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｎ
年
５
月
「勧進能の舞台の上ｌ人々はどんな能を観たのかＩ」
第
ｕ
回
法
政
大
学
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
Ⅲ
年
如
月
宮
本
圭
造
「
続
・
江
戸
時
代
能
楽
繁
盛
記
」
『
観
世
』
Ⅲ
年
４
月
～
Ⅲ
年
皿
月
「貞享五年の竹本義太夫」
「
演
劇
研
究
会
会
報
』
拓
号
Ⅲ
年
６
月
「芸能史料としての藩政記録」「
芸
能
史
研
究
』
１
８
６
ｎ
年
７
月
「
田
楽
座
の
稚
児
と
老
分
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
岨
号
Ⅲ
年
ｎ
月
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橋
本
朝
生
「［研究発表要旨］大蔵清虎上演年譜考」
表
き
よ
し
「江戸時代の庶民と能楽」
「
能
と
狂
言
」
７
号
ｎ
年
４
月
「研究展望（平成昭年・平成四年と（単行本）
「
能
楽
研
究
」
孤
号
皿
年
３
月
「観世文庫の文書７『父尉・延命冠者につき覚書Ｅ
「
観
世
」
Ⅲ
年
如
月
「だんじり遡源ｌ祇園の会にも「たんちり」ぞ舞ふｌ」
「祇園嚇子の源流』（岩田書院）皿年３月
「大坂商人の演能活動」
「
演
劇
学
論
叢
』
ｎ
犯
年
３
月
「真嶋宴庵伝追考ｌ『実鑑抄」系伝書の実像ｌ」
「
能
楽
研
究
』
弘
号
皿
年
３
月
「研究展望（平成肥・凹年）」（能楽史研究）
『
能
楽
研
究
」
弘
号
皿
年
３
月
［講演・研究発表］
「
姫
路
城
の
能
楽
史
」
姫
路
市
立
城
郭
研
究
室
市
民
セ
ミ
ナ
ー
日
本
城
郭
研
究
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
年
９
月
二
弘
化
勧
進
能
絵
巻
」
が
描
く
も
の
ｌ
江
戸
の
勧
進
能
に
集
う
人々ｌ」
第
Ⅲ
回
法
政
大
学
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
Ⅲ
年
、
月
「能の劇場における桟敷と舞台」
演
劇
舞
台
構
造
の
国
際
比
較
研
究
集
会
早
稲
田
大
学
Ⅲ
年
ｎ
月
小
林
健
二
「
能
の
中
の
芸
能
者
」
『
国
立
能
楽
堂
』
川
号
Ⅲ
年
６
月
「織田信長と幸若舞曲「敦盛」」「国文学解釈と鑑賞」刈巻、
号
Ⅲ
年
、
月
「幸若舞ｌ室町後期に流行した語り物芸能」「国立能楽堂」
弧号
別
年
ｎ
月
「國學院大學図書館所蔵『義経奥州落絵詞』の方法」『物語
絵の世界」平成Ⅲ年度科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）研究
成
果
皿
年
３
月
「
「
百
万
」
絵
巻
出
現
の
意
義
ｌ
能
楽
研
究
の
視
点
か
ら
Ｉ
」
国
立
能
楽堂編「百万絵巻」
犯
年
３
月
「國學院大學図書館蔵『義経奥州落絵詞」書誌・解題・翻刻」
『
物
語
絵
巻
の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
ｌ
國
學
院
「
能
と
狂
言
」
８
号
Ⅲ
年
４
月
「観世文庫の文書６『茂山忠三郎良豊筆「居杭」居杭抜書Ｅ
「
観
世
」
ｎ
年
９
月
「狂言の当代性ｌ〈唐相撲〉を読み解く」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
岨
号
ｎ
年
、
月
「研究展望（平成肥・凹年）」（狂言研究）
「
能
楽
研
究
」
別
号
皿
年
３
月
［講演］
「狂言の笑いＩ室町人は何を笑ったのか」
日
本
笑
い
学
会
関
東
支
部
第
酬
回
研
究
会
台
東
区
民
会
館
別
年
、
月
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中
司
由
起
子
「国立能楽堂蔵「狂言台本・間本ほか能狂言関係書」目録」
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
「
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
』
４
号
印
年
３
月
金
春
会
定
期
能
「
番
組
解
説
』
執
筆
ｎ
年
４
月
～
犯
年
３
月
「能界展望」（平成加年）
「
能
楽
研
究
』
弘
号
卵
年
３
月
〈ウェブサイト》「文化デジタルライブラリー舞台芸術教材
能
楽
編
そ
の
二
」
『
狂
言
の
演
目
と
鑑
賞
」
執
筆
ｎ
年
４
月
公
開
江
口
文
恵
「作品研究〈藤戸と『観世」
犯
年
３
月
「
観
世
小
次
郎
元
頼
の
領
地
安
堵
ｌ
観
世
新
九
郎
家
文
庫
蔵
織
田
信
長
朱
印
状
以
前
と
そ
の
後
ｌ
」
『
能
楽
研
究
』
釧
号
皿
年
３
月
「研究展望（平成肥・咀年と（作品研究）
『
能
楽
研
究
』
弘
号
皿
年
３
月
〈ウェブサイト》「文化デジタルライブラリー舞台芸術教材
能
楽
編
そ
の
二
」
『
能
・
狂
言
の
歴
史
」
執
筆
ｎ
年
４
月
公
開
大學所蔵本を中心として」平成ｎ年度科学研究費補助金基
盤研究（Ｂ）研究成果報告書
叩
年
３
月
「「百鬼夜行絵巻』の滑稽性ｌお歯黒お化けと角三つの鬼ｌ」
日本文学国際共同研究集会報告書「日本の〈笑い〉ｌ文学・
芸能・絵画の表現様式を基点に』
犯
年
３
月
「《忠度》の花ｌ修羅能における生と死Ⅱ」
「
死
生
学
研
究
』
皿
号
Ⅲ
年
、
月
「研究展望（平成肥・岨年）」（その他、外国語による能楽研
究」
『
能
楽
研
究
」
孤
号
皿
年
３
月
〈ウェブサイト》「文化デジタルライブラリー舞台芸術教材
能楽編その一一」『狂言はやわかり』『小学生のための能楽入
門
」
執
筆
別
年
４
月
公
開
［口頭発表］
「
芸
道
思
想
の
可
能
性
ｌ
仕
舞
が
《
で
き
る
よ
う
に
な
る
》
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
日
本
音
楽
教
育
学
会
第
妬
回
北
陸
地
区
例
会
上
越
教
育
大
学
皿
年
２
月
［蔵書の出品・掲載］
①槍書店発行月刊『観世』平成Ⅲ年５月号に「宝生大夫一
代勧進能之巻』を、平成ｎ年９月号に「貞享・宝永間能役
者
召
出
姓
名
』
を
、
平
成
Ⅲ
年
、
月
号
に
「
阿
部
正
福
旧
蔵
中
条
祐山節付本」、『将軍宣下御能目録」、「元和卯月本安宅」奥
付部分を、平成皿年３月号に「細川十部伝書」より「妙佐
玉
村
恭
倉田（のＣ旨の】○口四国ロ祠。①一Ｈ『》田【のＯ○口の己のユロｍ【旨目○口。●ず○日①】》の国。‐
一○面目二四○の呂日の彦Ｆご尼扁の一国』因目、の》国〕の】四つ目のの①の○口の口
冒」帝の岳の号の》川田、、年４月
「
世
阿
弥
能
楽
論
研
究
の
あ
ゆ
み
ｌ
そ
の
表
と
裏
」『
観
世
」
ｎ
年
６
月
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本
慶
長
型
付
」
の
掲
載
を
、
そ
れ
ぞ
れ
許
可
し
た
。
②
講
談
社
発
行
講
談
社
学
術
文
庫
「
室
町
人
の
精
神
」
桜
井
英
治
箸
に
、
「
六
輪
一
露
記
』
よ
り
「
寿
輪
」
ほ
か
計
７
点
の
掲
載
を
許
可
した。
③
角
川
学
芸
出
版
発
行
『
風
姿
花
伝
・
三
道
現
代
語
訳
付
き
』
竹
本
幹
夫
訳
注
に
、
『
二
曲
三
体
人
形
図
』
よ
り
「
女
舞
」
ほ
か
計
７
点
の掲載を許可した。
④
桂
書
房
発
行
「
富
山
藩
の
能
楽
」
胡
桃
正
則
箸
に
、
宝
生
流
謡
本
『天保十五年正月本〈富山版臣より、「箙」および奥付部分
の掲載を許可した。
⑤
東
京
大
学
出
版
会
発
行
「
世
阿
弥
の
稽
古
哲
学
』
西
平
直
著
に
、
二
曲
三
体
人
形
図
』
よ
り
「
童
舞
」
「
老
体
」
の
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑥
新
潮
社
発
行
「
芸
術
新
潮
』
平
成
皿
年
１
月
号
に
、
『
光
悦
謡
本
（
上
製
本
崖
よ
り
「
俊
寛
」
表
紙
部
分
の
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑦
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
社
発
行
百
四
■
ご
巴
棚
号
に
、
「
光
悦
謡
本
（色替り異装本屋より「大原御幸」、『光悦謡本（上製本）」
よ
り
「
自
然
居
士
」
ほ
か
計
５
点
の
掲
載
を
そ
れ
ぞ
れ
許
可
し
た
。
③
ピ
エ
社
発
行
ビ
エ
・
ブ
ッ
ク
ス
「
能
改
訂
版
』
高
岡
一
弥
・
高
橋
睦
郎
・
森
田
拾
史
郎
箸
に
、
『
二
曲
三
体
人
形
図
」
よ
り
「
天
女
舞
」
ほ
か
計
９
点
の
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑨
檜
書
店
発
行
「
能
の
ノ
リ
と
地
拍
子
リ
ズ
ム
の
民
族
音
楽
学
」
藤
田
隆
則
著
に
、
二
曲
三
体
人
形
図
」
よ
り
「
天
女
舞
」
の
掲
載
を許可した。
⑩
日
本
音
楽
学
会
発
行
『
音
楽
学
』
第
開
巻
１
号
（
２
０
０
９
）
に
、
『
唱
曲
弁
疑
』
お
よ
び
「
観
世
流
当
流
小
躯
語
入
百
番
』
の
掲
載
を
許可した。
⑪
楽
劇
学
会
発
行
『
楽
劇
学
』
第
Ⅳ
号
に
、
「
番
外
曲
舞
・
語
り
七
十
一
番
』
の
掲
載
を
許
可
し
た
。
⑫
大
阪
大
学
出
版
会
発
行
「
能
苑
這
遥
（
下
）
能
の
歴
史
を
歩
く
』
天
野
文
雄
箸
に
、
『
観
世
一
代
能
之
躰
』
お
よ
び
『
日
爪
忠
兵
衛
正
宗
手沢本』の掲載を許可した。
⑬
宝
生
会
発
行
「
宝
生
』
２
０
１
０
年
３
．
４
月
号
に
、
『
宝
生
流
謡本（寛政版匡より「砧」および「弱法師」の掲載を許可
した。
⑭
平
凡
社
発
行
『
俵
屋
宗
達
琳
派
の
祖
の
真
実
」
（
平
凡
社
新
書
）
古
田
亮
箸
に
、
「
光
悦
謡
本
」
よ
り
「
桜
河
」
表
紙
の
掲
載
を
許
可した。
⑮
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
発
行
『
日
本
の
伝
統
芸
能
』
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
日
本
の
伝
統
芸
能
」
テ
キ
ス
ト
）
に
、
「
明
宿
集
』
の
掲
載
を
許
可
した。
⑯
笠
間
書
院
発
行
「
能
と
古
注
釈
書
」
神
田
裕
子
箸
に
、
『
童
舞
抄」の巻首などの掲載を許可した。
⑰
朝
日
新
聞
出
版
発
行
『
時
代
を
生
き
た
女
た
ち
Ｉ
新
・
日
本
女
性
通史」（朝日選書）総合女性史研究会編に、『一一曲三体人形
図』より「女体」「女舞」「軍体」の掲載を許可した。
⑱
日
本
経
済
新
聞
社
発
行
『
日
本
経
済
新
聞
』
２
０
０
９
年
９
月
別
日
付
朝
刊
の
「
美
の
美
」
面
に
「
二
曲
三
体
人
形
図
』
よ
り
「
女
舞
」
ほ
か
計
４
点
を
、
２
０
１
０
年
２
月
閉
日
付
夕
刊
の
「
入
門
譜
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座
「
能
楽
の
楽
し
み
方
」
③
」
に
「
勧
進
能
興
行
場
所
略
図
』
の
掲
載
を
、
そ
れ
ぞ
れ
許
可
し
た
。
⑲
富
士
市
立
博
物
館
第
咄
回
企
画
展
「
富
士
山
縁
起
の
世
界
ｌ
赫
夜
姫
・
愛
鷹
・
犬
飼
ｌ
』
（
富
士
市
立
博
物
館
卵
２
０
０
９
年
３
月
Ⅲ
日～５月肥日）に、「富士山』『生贄』「富士山仕舞付』「富
士
山
子
方
仕
舞
付
」
の
貸
出
な
ら
び
に
図
録
へ
の
掲
載
を
許
可
し
た
。
［雑報］
◇
坂
本
勝
氏
が
所
長
に
就
任
西
野
春
雄
氏
（
所
長
）
の
退
職
に
伴
い
、
後
任
に
坂
本
勝
氏
（
文
学
部
教
授
）
が
、
２
０
０
９
年
４
月
１
日
付
で
所
長
に
就
任
し
た
。
◇
宮
本
圭
造
氏
が
専
任
所
員
に
就
任
宮
本
圭
造
氏
（
兼
任
所
員
・
大
阪
学
院
大
学
准
教
授
）
が
、
２
０
０
９
年
４
月
１
日
付
で
専
任
所
員
に
就
任
し
た
。
◇
永
野
秀
雄
氏
が
兼
担
所
員
に
就
任
永
野
秀
雄
氏
（
人
間
環
境
学
部
教
授
）
が
、
２
０
０
９
年
４
月
１
日
付
で
兼担所員に就任した。
◇
伊
海
孝
充
氏
が
兼
担
所
員
に
就
任
伊海孝充氏（文学部専任講師）が、２００９年４月１日付で兼
担所員に就任した。
◇
中
司
由
起
子
氏
が
兼
任
所
員
に
就
任
中
司
由
起
子
氏
が
、
２
０
０
９
年
４
月
１
日
付
で
兼
任
所
員
に
就
任
し
た。◇江
ロ
文
恵
氏
が
兼
任
所
員
に
就
任
江口文恵氏が、２００９年４月１日付で兼任所員に就任した。
◇
玉
村
恭
氏
が
兼
任
所
員
に
就
任
玉
村
恭
氏
（
特
別
研
究
員
）
が
、
２
０
０
９
年
４
月
１
日
付
で
兼
任
所
員
に就任した。
◇
マ
イ
ケ
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
氏
が
兼
任
所
員
を
退
任
マ
イ
ヶ
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
（
明
治
学
院
大
学
教
授
）
氏
が
、
２
０
０
９
年
３
月
Ⅲ
日
付
で
兼
任
所
員
を
退
任
し
た
。
◇
高
橋
悠
介
氏
が
兼
任
所
員
を
退
任
高
橋
悠
介
氏
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
が
、
２
０
０
９
年
３
月
皿
日
付
で
兼
任
所
員
を
退
任
し
た
。
◇
外
国
人
客
員
研
究
員
の
受
入
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
の
平
成
ｎ
年
度
外
国
人
特
別
研
究
員
（欧米短期）として、ボストン大学英語学科専任講師のプレス
ト
ン
・
キ
ャ
リ
ー
・
ジ
ー
ン
氏
を
受
け
入
れ
た
（
受
入
期
間
叩
２
０
０
９
年
４
月
嘔
日
～
６
月
Ⅲ
日
）
。
氏
の
研
究
課
題
は
「
能
と
西
欧の身体芸術ｌ新たな視点獲得に向けての共同研究」
◇臨時職員（夜間閲覧業務）の退職・採用
２
０
０
８
年
度
で
渡
部
真
理
子
氏
が
退
職
し
、
後
任
に
２
０
０
９
年
４
月
１
日
付
で
東
條
沙
織
氏
を
採
用
し
た
。
東
條
氏
は
木
曜
日
、
２
０
０
７
年
度
に
採
用
し
た
周
重
雷
氏
が
引
き
続
き
火
曜
日
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
［２００９年度の所員名と関連委員名］
◎
所
員
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所
長
文
学
部
教
授
坂
本
勝
専
任
所
員
教
授
山
中
玲
子
専
任
所
員
准
教
授
宮
本
圭
造
兼
担
所
員
文
学
部
教
授
堀
江
拓
充
兼
担
所
員
文
学
部
准
教
授
小
秋
元
段
兼
担
所
員
文
学
部
教
授
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
．
、
ネ
ル
ソ
ン
兼
担
所
員
文
学
部
専
任
講
師
伊
海
孝
充
兼
担
所
員
国
際
文
化
学
部
教
授
鈴
木
靖
兼
担
所
員
国
際
文
化
学
部
准
教
授
竹
内
晶
子
兼
担
所
員
人
間
環
境
学
部
教
授
永
野
秀
雄
兼
担
所
員
デ
ザ
イ
ン
エ
学
部
教
授
田
中
豊
兼
任
所
員
国
士
舘
大
学
教
授
表
き
よ
し
兼
任
所
員
山
梨
大
学
教
授
橋
本
朝
生
兼
任
所
員
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
小
林
健
二
兼
任
所
員
中
司
由
起
子
兼
任
所
員
江
口
文
恵
兼
任
所
員
玉
村
恭
事
務
野
口
明
美
◎
運
営
委
員
議
長
所
長
坂
本
勝
委
貝
専
任
所
員
山
中
玲
子
委
員
専
任
所
員
宮
本
圭
造
委
貝
兼
担
所
員
堀
江
拓
充
委
員
兼
担
所
員
小
秋
元
段
委
員
兼
担
所
員
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
．
、
不
ル
ソ
ン
委
貝
兼
担
所
員
伊
海
孝
充
委
員
兼
担
所
員
鈴
木
靖
委
員
兼
担
所
員
竹
内
晶
子
委
貝
兼
担
所
員
永
野
秀
雄
委
貝
兼
担
所
員
田
中
豊
◎
法
政
大
学
能
楽
振
興
基
金
委
員
委
員
長
常
務
理
事
（
法
人
本
部
担
当
・
国
際
学
術
支
援
本
部
担
当
）
徳
安
彰
委
貝
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
小
林
責
委
貝
写
真
家
服
部
冬
樹
委
員
法
政
大
学
名
誉
教
授
表
章
委
貝
能
楽
研
究
所
所
長
坂
本
勝
委
貝
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
山
中
玲
子
委
貝
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
◎
法
政
大
学
能
楽
賞
委
員
委
員
長
常
務
理
事
（
法
人
本
部
担
当
・
国
際
学
術
支
援
本
部
担
当
）
徳
安
彰
委
員
能
楽
研
究
所
所
長
坂
本
勝
委
貝
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
山
中
玲
子
委
貝
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
◎
法
政
大
学
能
楽
賞
選
考
委
員
委
員
長
常
務
理
事
（
法
人
本
部
担
当
・
国
際
学
術
支
援
本
部
担
当
）
徳
安
彰
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委
員
狂
言
方
和
泉
流
野
村
萬
委
員
能
楽
評
論
家
松
本
雍
委
員
演
劇
評
論
家
み
な
も
と
ご
ろ
う
委
貝
法
政
大
学
名
誉
教
授
西
野
春
雄
委
貝
能
楽
研
究
所
所
長
坂
本
勝
委
貝
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
山
中
玲
子
〔
受
贈
図
書
〕
☆
単
行
本
〔
受
入
順
。
＊
印
は
寄
贈
者
。
書
名
・
著
者
・
発
行
年
・
発
行
者
の
順
。
著
者
お
よ
び
編
者
が
発
行
し
て
い
る
場
合
は
、
発行者は省略。〕
『
大
名
庭
園
の
利
用
の
研
究
ｌ
岡
山
後
楽
園
と
藩
主
の
利
用
』
＊
神
原
邦
男
箸
平
咀
吉
備
人
出
版
。国帛要国白国凄や因。。【２００９コ〕の冑の旨］呂目』
平Ⅲ＊国際演劇協会白ロヘロヱロのｎｏ）日本センター
コ国望目白国漢や国○○【２００９己］の畳の壁〕８己諸外国
の演劇事情」
平
Ⅲ
＊
国
際
演
劇
協
会
白
ロ
ヘ
ロ
ニ
閉
●
。
）
日
本
セ
ン
タ
ー
『能の集積回路』
堀
江
謙
箸
平
Ⅲ
た
ち
ば
な
出
版
『
ギ
リ
シ
ャ
劇
と
能
の
再
生
』
廣
木
一
人
ほ
か
平
皿
水
声
社
「
中
国
人
の
日
本
研
究
ｌ
相
互
理
解
の
た
め
の
思
索
と
実
践
ｌ
国
際
日
本
学
研
究
叢
書
９
』
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
編
平
皿
＊
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
翁
第
百
回
素
謡
会
記
念
誌
」
＊
鈴
木
義
夫
平
Ⅲ
白
河
謡
曲
会
「
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
常
設
展
示
解
説
書
ｌ
禅
の
世
界
ｌ
」
＊
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
編
平
Ⅲ
「
復
元
江
戸
時
代
の
き
も
の
い
ま
と
む
か
し
の
職
人
技
」
＊
関
西
学
院
大
学
博
物
館
開
設
準
備
室
編
平
Ⅲ
「柳川文化資料集成第５集柳川の漢詩文集」
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
平
Ⅲ
＊
柳
川
市
『
近
代
国
家
と
能
楽
堂
」
奥
冨
利
幸
著
平
Ⅲ
＊
大
学
教
育
出
版
『
柳
川
古
文
書
館
資
料
目
録
第
四
集
収
集
諸
家
文
書
目
録
Ｖ
」
平
Ⅲ
＊
柳
川
古
文
書
館
『
芸
三
代
心
を
種
と
し
て
」
＊
関
根
祥
六
・
広
瀬
飛
一
箸
平
Ⅲ
小
学
館
ス
ク
ェ
ア
『
柳
川
市
史
資
料
編
Ⅵ
山
門
郡
行
政
・
上
』
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
平
Ⅲ
＊
柳
川
市
「
戦
に
関
わ
る
文
字
文
化
と
文
物
の
総
合
的
研
究
」
遠
山
一
郎
（
代
表
）
箸
平
Ⅲ
＊
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
『
能
楽
演
出
の
歴
史
的
研
究
』
＊
岩
崎
雅
彦
箸
平
Ⅲ
三
弥
井
書
店
『
す
ぐ
わ
か
る
人
物
・
こ
と
ば
別
桃
山
時
代
の
美
術
」
奥
平
俊
六
監
修
平
Ⅲ
東
京
美
術
＊
日
本
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
『
日
本
の
歴
史
、
室
町
人
の
精
神
」
桜
井
英
治
箸
平
Ⅲ
＊
講
談
社
貢財）大和文化財保存会援助事業による寛山寺の版木」
＊
築
部
章
三
平
田
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
『
新
蔵
生
田
文
庫
蔵
書
目
録
井
解
題
」
＊
関
屋
俊
彦
（
代
表
）
平
Ⅲ
『
風
姿
花
伝
・
三
道
現
代
語
訳
付
き
」
Hosei University Repository
159能楽研究所彙報
＊
竹
本
幹
夫
訳
注
平
Ⅲ
角
川
学
芸
出
版
『古典の精髄』
＊
林
和
利
編
平
Ⅲ
世
界
思
想
社
夛可胆①ロの二ｇ目・］○四の日本学展望』
＊出貰昌』冨昌の『編平別ＬＩＴ
「
世
阿
弥
の
稽
古
哲
学
」
西
平
直
著
平
Ⅲ
＊
東
京
大
学
出
版
会
『対訳で楽しむ定家一
三
宅
晶
子
箸
平
皿
＊
檜
書
店
『対訳で楽しむ桜川』
竹
本
幹
夫
箸
平
皿
＊
槍
書
店
「対訳で楽しむ花月』
竹
本
幹
夫
箸
平
皿
＊
槍
書
店
『国立能楽堂平成Ⅲ年度特別展示細見コレクション琳琳に
み
る
能
』
＊
国
立
能
楽
堂
編
平
Ⅲ
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
『観世平成ｎ年１月～ｎ月号（合本ｎ年版逗＊
槍
書
店
編
平
Ⅲ
「能改訂版」
高
橋
睦
郎
ほ
か
平
Ⅲ
＊
ピ
エ
ブ
ッ
ク
ス
『
南
北
米
能
楽
紀
行
」
渡
辺
三
郎
箸
昭
閃
渡
雲
会
＊
落
合
博
志
『
寶
生
流
素
謡
の
栞
別
冊
』
昭
咀
＊
落
合
博
志
「靖国叢書第一輯神社と能樂」
三
宅
譲
述
昭
犯
靖
国
神
社
社
務
所
＊
落
合
博
志
『能寿賀多拾遺』
＊
草
野
冴
子
箸
平
別
潮
流
社
「能苑道遥（下）能の歴史を歩く」
＊
天
野
文
雄
箸
平
皿
大
阪
大
学
出
版
会
『能のノリと地拍子ｌリズムの民族音楽学ｌ」
＊
藤
田
隆
則
著
平
皿
檜
書
店
「笑いを科学するユーモア・サイエンスヘの招待」
木
村
洋
二
編
平
皿
新
曜
社
＊
関
谷
俊
彦
☆雑誌・紀要など〔特記した以外は発行所からの寄贈誌名・
号数・発行年・発行所の順〕
〈雑誌など〉
い
ず
み
通
信
叱
珊
（
平
Ⅲ
）
和
泉
書
院
閂・目・［ニヨの叱伽（平皿）
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
岩
瀬
文
庫
だ
よ
り
肋
Ⅲ
～
皿
（
平
Ⅲ
）
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
季
刊
永
青
文
庫
Ⅲ
町
（
平
Ⅲ
）
財
団
法
人
永
青
文
庫
お
も
て
Ⅲ
～
Ⅲ
号
（
平
Ⅲ
）
大
槻
能
楽
堂
観
世
乃
巻
５
号
～
万
巻
４
号
（
平
皿
・
聖
檜
書
店
観
世
九
皐
会
定
例
会
４
月
～
５
月
（
平
皿
・
聖
観
世
九
皐
会
喜多流職分会自主公演能５月～４月（平皿・堅
喜
多
流
職
分
会
喜
多
流
青
年
能
第
刈
回
喜
多
流
職
分
会
橘
香
別
巻
１
号
～
ｎ
号
（
平
Ⅲ
）
梅
若
研
能
会
汲
古
閲
・
記
号
（
平
型
汲
古
書
院
京都薪能帥回（平Ⅲ）
京
都
能
楽
会
「佐賀鍋島の伝世史料からみた「大名面」の制作と蒐集の実
態』
＊
ア
ダ
ム
・
ゾ
ー
リ
ン
ジ
ャ
ー
箸
平
皿
風
間
書
房
『
百
万
絵
巻
』
＊
国
立
能
楽
堂
編
平
皿
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
「ＮＨＫ日本の伝統芸能」
日
本
放
送
協
会
・
＊
日
本
放
送
出
版
協
会
編
平
皿
『富士山縁起の世界ｌ赫夜姫・愛鷹・犬飼ｌ」
＊
富
士
市
立
博
物
館
編
平
皿
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藝
能
咀
号
（
平
Ⅲ
）
藝
能
学
会
国際日本文学研究集会会議録〃回（平Ⅲ）国文学研究資料館
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
文
学
研
究
編
弘
・
弱
号
（
平
Ⅲ
）
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究
報
告
刈
号
（
平
Ⅲ
）
国
文
学
研
究
資
料
館
国
立
能
楽
堂
川
～
川
号
（
平
皿
・
空
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
国立能楽堂調査研究Ⅷ３（平Ⅲ）
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
金
春
月
報
刈
巻
５
号
～
ｎ
巻
３
号
（
平
皿
・
空
金
春
月
報
編
集
部
噛
り
泥
～
別
号
（
平
別
・
翌
近
松
応
援
団
能
お
お
し
ま
草
紙
咀
号
（
平
Ⅲ
）
喜
多
流
大
島
能
楽
堂
紫
明
妬
・
加
號
（
平
皿
・
皿
）
紫
明
の
会
巡礼記研究６集（平Ⅲ）
巡
礼
記
研
究
会
序
破
急
ｕ
号
（
平
Ⅲ
）
大
阪
能
楽
養
成
会
後
援
会
大阪能楽養成会研究発表会第１回～４回（平皿・皿）
大
阪
能
楽
養
成
会
後
援
会
総合芸術としての能Ⅲ号（平Ⅲ）
世
阿
弥
学
会
能
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
冊
～
肥
号
（
平
皿
・
皿
）
た
ち
ば
な
出
版
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告
２
．
３
号
（
平
Ⅲ
）
東
京
文
化
財
研
究
所
東
京
文
化
財
研
究
所
概
要
２
０
０
９
（
平
型
東
京
文
化
財
研
究
所
せ
ん
だ
い
市
史
通
信
皿
・
皿
号
（
平
皿
・
堅
仙
台
市
博
物
館
市
史
編
さ
ん
室
地方史情報Ⅲ～Ⅲ（平皿・皿）
岩
田
書
院
鏡
仙
棚
～
棚
（
平
皿
・
皿
）
鋳
仙
会
Ｄ
Ｅ
Ｎ
印
号
（
平
Ⅲ
）
Ｄ
Ｅ
Ｎ
編
集
室
名
古
屋
芸
能
文
化
⑲
号
（
平
Ⅲ
）
名
古
屋
芸
能
文
化
会
日
本
研
究
如
集
（
平
型
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
能
Ⅲ
～
棚
号
（
平
別
・
聖
京
都
観
世
会
能楽タイムズ棚～Ⅲ号（平皿・皿）
能
楽
書
林
能
楽
の
友
Ⅲ
～
川
号
（
平
皿
・
皿
）
能
楽
の
友
社
能
楽
連
盟
報
〃
・
朋
号
（
平
Ⅲ
）
新
潟
県
能
楽
連
盟
能
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
刑
～
刑
号
（
平
皿
・
皿
）
観
世
会
能
と
狂
言
７
（
平
Ⅲ
）
能
楽
学
会
橋がかり５月～５月（平別・皿）
横
浜
能
楽
堂
廣
田
鑑
賞
会
能
皿
・
咀
回
（
平
Ⅲ
）
廣
田
鑑
賞
会
宝
生
冊
巻
４
号
～
珊
巻
６
号
、
別
冊
（
平
Ⅲ
）
わ
ん
や
書
店
宝
生
１
号
・
２
号
（
平
ｎ
．
皿
）
宝
生
会
田〕ｚ四ｓⅦ門～門（平Ⅲ．〃）セクターエィティエィト
柳
川
古
文
書
館
史
料
目
録
凹
集
収
集
諸
家
文
書
目
録
Ｖ
（
平
型
柳
川
古
文
書
館
柳
川
古
文
書
館
年
報
９
集
（
平
Ⅲ
）
柳
川
古
文
書
館
柳
川
資
料
集
成
月
報
３
月
（
平
型
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
大
和
座
通
信
Ⅲ
～
Ⅲ
号
（
平
皿
・
聖
大
和
座
狂
言
事
務
所
歴
史
書
通
信
肋
捌
～
棚
（
平
皿
・
聖
歴
史
書
懇
話
会
金
の
Ｓ
ご
黄
金
の
国
ジ
パ
ン
グ
（
平
Ⅲ
）
国
立
科
学
博
物
館
・
毎
日
新
聞
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＊
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
イ
ー
ト
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
／
ダ
ー
ラ
ム
大
学
所
蔵
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
美
展
（
平
型
東
京
新
聞
＊
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
第
肥
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
岡
田
茂
吉
賞
展
（
平
型
＊
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
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〈大学紀要〉
青
山
語
文
胡
号
（
平
型
青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
文
学
史
研
究
側
号
（
平
Ⅲ
）
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研
究
会
語
文
朋
・
肥
輯
（
平
聖
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
待
兼
山
論
叢
佃
号
（
平
Ⅲ
）
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
演
劇
学
論
叢
、
号
（
平
Ⅲ
）大阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
演
劇
学
研
究
室
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
、
号
（
平
型
大
阪
府
立
大
学
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
百
舌
鳥
国
文
加
号
（
平
Ⅲ
）
大
阪
府
立
大
学
日
本
言
語
文
化
学
会
言
語
文
化
学
研
究
日
本
語
日
本
文
学
編
４
号
（
平
Ⅲ
）
大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
学
部
言
語
文
化
学
科
文
藝
論
叢
〃
・
乃
号
（
平
型
大
谷
大
學
文
藝
學
會
岡
大
国
文
論
稿
師
号
（
平
Ⅲ
）
岡
山
大
学
文
学
部
言
語
国
語
国
文
学
会
金
沢
大
学
国
語
国
文
別
号
（
平
Ⅲ
）
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
国
文
学
Ⅲ
～
Ｍ
号
（
平
咀
～
皿
）
関
西
大
学
国
文
学
会
国
文
論
藻
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
８
号
（
平
型
京
都
女
子
大
学
団困ロロあ２００９年ｎ月１日号（平Ⅲ）
か
が
み
特
集
号
（
平
Ⅲ
）
芸
術
新
潮
２
０
１
０
年
１
月
号
（
平
空
若
葉
川
号
（
平
皿
）
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
大
東
急
記
念
文
庫
新
潮
社
若
葉
社
＊
表
章
女
子
大
國
文
脳
・
川
号
（
平
皿
・
皿
）
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
博
士
学
位
論
文
内
容
の
要
旨
お
よ
び
審
査
結
果
の
要
旨
７
号
（平Ⅲ）京都女子大学大学院
文
林
蛆
号
（
平
Ⅲ
）
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
学
術
研
究
会
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
２
号
（
平
Ⅲ
）
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
文
學
論
究
的
冊
（
平
竪
國
學
院
大
學
國
文
學
會
駒
澤
國
文
妬
号
（
平
Ⅲ
）
駒
澤
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
実
践
国
文
学
巧
・
刀
号
（
平
皿
・
聖
実
践
国
文
学
会
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
Ⅲ
集
（
平
型
実
践
女
子
大
学
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
朋
号
（
平
Ⅲ
）
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
別
冊
年
報
Ⅶ
（
平
Ⅲ
）
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
国
文
学
論
集
妬
（
平
聖
上
智
大
学
国
文
学
会
上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
〃
号
（
平
皿
）
上
智
大
学
文
学
部
国
文
学
科
学
苑
朏
号
（
平
聖
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
椙
山
国
文
学
調
号
（
平
型
椙
山
女
学
園
大
学
国
文
学
会
成
膜
國
文
姐
号
（
平
Ⅲ
）
成
躍
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
近
松
研
究
所
紀
要
別
号
（
平
型
園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
中
央
大
學
國
文
認
号
（
平
空
中
央
大
學
國
文
學
會
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
研
究
似
号
（
平
聖
帝
塚
山
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
会
山
邊
道
田
號
（
平
型
天
理
大
學
國
語
國
文
學
會
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同
志
社
国
文
学
ｎ
・
氾
号
（
平
別
・
堅
同
志
社
大
学
国
文
学
会
同朋大学佛教文化研究所紀要朋号（平Ⅲ）
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
同朋大学佛教文化研究所報皿号（平Ⅲ）同朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
文
学
論
藻
別
号
（
平
型
東
洋
大
学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
比
較
文
化
研
究
所
年
報
妬
号
（
平
型徳
島
文
理
大
学
比
較
文
化
研
究
所
文
学
論
叢
別
号
（
平
Ⅲ
）徳島文理大学文学部文学論叢編集委員会
國
文
目
白
伯
号
（
平
型
日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
演
劇
総
合
研
究
加
号
（
平
型
日
本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科
演劇創造銘号（平Ⅲ）
日
本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科
勺囚ざ日］旨胆皆井のの冨昌のの／舞台芸術研究ｕ（平Ⅲ）
日本大学大学院芸術学研究科博士前期課程舞台芸術専攻
日本大学大学院総合社会情報研究科紀要、号（平型
日本大学大学院総合社会情報研究科
二松学舎大学東アジア学術総合研究所集刊甜集（平Ⅲ）
二松学舎大学東アジア学術総合研究所
二
松
朋
集
（
平
ユ
ニ松學舍大学大学院文学研究科
二松學舍大学論集皿号（平Ⅲ）
二
松
學
舍
大
学
文
学
部
広島女学院大学総合研究所年報Ⅷ週（平Ⅲ）
広
島
女
学
院
大
学
総
合
研
究
所
文
学
部
論
集
肥
・
舛
号
（
平
皿
・
聖
佛
教
大
学
文
学
部
文
教
大
学
国
文
犯
号
（
平
Ⅲ
）
文
教
大
学
国
文
学
会
別
府
大
学
国
語
国
文
学
別
号
（
平
型
別
府
大
学
国
語
国
文
学
会
法
政
大
学
史
資
料
集
刈
集
（
平
型
法
政
大
学
国〕の三豊の庁言『四○の四国皀窃ⅢⅢ（平Ⅲ）
法政大学国際日本学研究所・国際日本学研究センター
法政大学沖縄文化研究所所報冊・削号（平加・型
法政大学沖縄文化研究所
琉球の方言調号（平Ⅲ）
法政大学沖縄文化研究所
沖
縄
文
化
研
究
拓
号
（
平
Ⅲ
）
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
法政大学国際日本学研究所研究成果報告集「国際日本学』
６
．
７
号
（
平
Ⅲ
）
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
ニのｚのョの］の月『四○の国国岳窃Ⅲ、（平別）
法政大学国際日本学研究センター・国際日本学研究所
日本文學誌要刈・市・刀・泥・刃・別号（平咀～聖
法
政
大
学
国
文
学
会
そとぼり通信蛆・別・記～別号（平肥～Ⅲ）法
政
大
学
国
文
学
会
法政史学ｎ・氾号（平Ⅲ）
法
政
大
学
史
学
会
法政大学大学院紀要田・冊・仇号（平皿・聖
法
政
大
学
大
学
院
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
冊
～
帥
号
（
平
皿
・
堅
法
政
大
学
文
学
部
法政大学文学部紀要総目次（創刊号～㈹号）（平聖
法
政
大
学
文
学
部
国
語
国
文
研
究
剛
～
Ｗ
号
（
平
皿
・
型
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国
文
学
研
究
町
～
刷
集
一
演
劇
研
究
釦
号
（
平
型
演
劇
博
物
館
Ⅲ
（
平
型
報告集１．２（平Ⅲ）
ロ
ＣＯＥプログーフム「演劇
ｚの葛の［ｎ号『５．６号（平Ⅲ）
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
國
文
學
論
叢
閃
輯
（
平
皿
）
龍
谷
大
學
國
文
學
會
東
西
南
北
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
年
報
２
０
０
９
．
２
０
１
０
（
平
皿
・
聖
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
演
劇
博
物
館
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
紀
要
演
劇
映
像
学
２
０
０
７
報
告
集
１
．
２
（
平
Ⅲ
）
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
演
劇
・
映
像
の
国
際
的
教
育
研
究
拠
点
」
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会
日
本
文
学
ノ
ー
ト
必
号
（
平
Ⅲ
）
宮
城
学
院
女
子
大
学
日
本
文
学
会
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
加
号
（
平
Ⅲ
）
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
９
号
（
平
Ⅲ
）
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
立教大学日本文学Ⅲ．Ⅲ号（平Ⅲ）
立
教
大
学
日
本
文
学
会
第
１
回
日
本
文
化
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
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